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１．教員紹介・主な研究分野  

 2026 年 3 月、筑波大学大学院理工情報生命学術院生命地球科学研究群地球科学学位プログラム博

士後期課程修了。博士（理学）。2026年 4月より本学に着任。 

主な研究分野は都市社会地理学、人口地理学、保育・子育て支援の地理学。 

子育て世帯を対象としたフィールドワークを中心に、家族・友人関係や地域コミュニティといった

制度化されていない子育て支援が、居住地域においてどのように確保されているのかを分析していま

す（研究業績①の 1点目、②の 1点目、③の 1点目）。 

また、「出生力が低い都市圏／高い非都市圏」あるいは「出生力が低い中心都市／高い郊外」といっ

た単純な地域区分で、出生力や子育て行動の地域差が説明されてきた点に問題意識を有しており、都

市圏内における出生力分布の逆転現象（研究業績①の 3点目、②の 3点目）や、都市圏設定基準とい

った方法論上の課題を指摘しています（研究業績②の 2点目）。 

 

２． 研究業績 

 ① 最近の著書・論文 

・ Haru Usui, 2026, Fertility and Child-rearing Behavior and Social Capital in Metropolitan Areas 

and Non-metropolitan Areas: Focusing on the Interaction between Formal and Informal Sectors. 

A Dissertation Submitted to the Graduate School of Science and Technology, University of Tsukuba 

in Partial Fulfillment of Requirements for the Degree of Doctor of Philosophy in Science. 

・ 薄井 晴・関 和希・田中 響・山口竜樹・和田真宙・久保倫子, 2026, 「大都市圏郊外の工業地区にお

ける研究開発技術者・事務職の職住関係と定着過程―千葉市新港地区を事例に―」『地域研究年報』

48: 1-14. 

・ Haru Usui, Keisuke Matsui, 2025, Do Suburbs Have Higher Fertility than Central Cities? 

Diversity of Regional Differences in Population Reproduction Within Metropolitan Areas in Japan. 

Sustainability, 17(23): 10814. 

 

 ② その他最近の業績 

 <学会発表> 

・ 薄井 晴「子育て世帯による社会関係の構築と育児不安の変化―福岡市および宇美町の 地域子育て支

援拠点事業の参加者を事例に」2025年日本地理学会春季学術大会, 駒澤大学駒沢キャンパス, 2025年

3月 19日. 

・ 薄井 晴「出生力の地域差の解釈における都市圏設定基準の問題点」第 17回地理空間学会大会, 筑波

大学筑波キャンパス春日エリア, 2024年 6月 29日. 

・ 薄井 晴「都市雇用圏内における出生力の地域差に関する分析」日本人口学会第 76回大会, 中央大学

多摩キャンパス, 2024年 6月 9日. 

 

 ③ 過去の主要業績 

・ 薄井 晴, 鈴木 修斗, 坂本 優紀, 川添 航, 中山 玲, 付 凱林, 王 倚竹, 劉 逸飛, 綾田 泰之, 杉谷 



大樹, 松井圭介, 2023, 「香川県土庄町における子育て世帯のインフォーマル・サポートの受容―子育

て世帯の居住歴と社会関係に着目して―」『人文地理学研究』41: 55-67. 

・ 薄井 晴, 石井 久美子, 宇野 広樹, 王 倚竹, 洪 珺, 松井 茜, 佐々木 悠理, MAO Yaqian, 久保 倫

子, 2023, 「竜ヶ崎ニュータウンにおける住民自治組織と地区住民の社会関係の変化」『地理空間』15: 

295-308. 

・ 薄井 晴, 石井 久美子, 宇野 広樹, 王 倚竹, 洪 珺, 松井 茜, 佐々木 悠理, MAO Yaqian, 久保 倫

子, 2022, 「茨城県龍ケ崎市松葉・長山地区居住者の有する社会関係の構築過程」『地域研究年報』44: 

19-44. 

 

３．外部研究資金 

 
なし 

 

４．受賞 

 
なし 

 

５．所属学会 

 

日本地理学会、地理空間学会（会計委員会）、福岡地理学会、日本人口学会 

 

６．担当授業科目 

 

教養演習・１単位・１年・前期、世界地理・２単位・１年・後期、地理学・２単位・１年・後期、 

地理学概論・２単位・２年・前期、地域社会分析法 C・２単位・３年・前期、地理情報システム論・

２単位・３年・後期 

 

 

７．社会貢献活動 

 
なし 

 

８．学外講義・講演 

 
なし 

 

９．附属研究所の活動等 

 
なし 

 


